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SYNOPSIS:The method of alignment of the NIES DIAL for measurement of the stratospherico

zone is presented.　　Alignment of the beai expanders, the receiving optics, and the

transmitters are included.　The images of the laser beams on the chopper are shown and

comparison with the simulated results will be discussed.
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1.　はじめに

図1に国立公害研究所のオゾンD I A L (成層圏オ

ゾン測定用システム)のブロ　ック図を示すO　レーザー

1はX e C l　レーザー､　レ-ザ-　2　は　X e F　レ-ザー

である｡　ラマンシフタ-には重水素を3気圧封入し､

X e C l　レーザーの308nmから339nmへの波長変換を行

うo A 1はSO8nm､　Å　2は35Inm､　ス　3は339ninである｡

このシス　テムの大きな特徴は､　3波長を用いている

ことと1波長に感度の異なる2　チャンネルを設けてい
I

る　こ　とであるoJこの特徴を用いてこれまで､信号誘起

雑音(旦ignal induced　旦oise; S王N)やフォト　ンカウ

ンタ-の同時計数誤差の影響による系統誤差の特性を
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Fig.1 Block diagra¶　of the NIBS D王AL

for measurement of the stratospheric

調べると-ど/もに､系統誤∴差のノ影響の抑制や系統誤差の　　ozone

無視できる′高度餅域の確認を′行ってきた｡また､成層圏エアロゾルの存在が無視できない場合には､

3波長を用いる′ことrによっ′てエアヲゾルの影響を補正することが可能である.このように利点の多

い多波長多チ【ヤアネルD i A Lの欠点は､光学系が複雑になりアライメ　ントが難しくなることであ

るO　測定アークの-解析に際して† ′オゾンによる吸収が無視できる351nraと339nmの信号の氏(351/33

9比)をプロ二y,上し-ているカ亨､この比が高度に対し一定である場合とそうでない場合がある0　351/3

39比が一定でな′亘艶由､の一つとして考えられるのがミスアライメントである｡今回の発表では､国

立公害研究所で行っているアライ　メ　ント方法を紹介すると　ともに､　レーザ-ビームの質とアライ　メ

ントの総合嵐験一として行っ,たレ了ザ一光のチョッパー面上でのイメージの写真撮影の結果について

報告する｡

2.　ア　ラ　イ　メ　ント

2. 1　　ビームエク　スバンダーのア　ラ　イ　メ　ント
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ラマン　シフターの入口のレンズ(出口は窓板)と軸はずし放物面鏡(x e C l　レーザー側) ､及

び凹レンズと軸はずし放物面鏡(X e Fレーザー刺)によって構成されるビームエクスパンダ⊥ (

倍率3倍)の調整は次の様に行ったO　レーザーのビーム開き角は0.2mradであるので､　レ-ザ-を水

平に50mレーザーを飛ばし､紙に映したレーザー　ビームの縦の長さが3.5mm　増加する(0.07mradに相

当)よ　う　に放物面鏡の位置を調整した｡

2.　2　　受光光学系のアラ　イ　メ　ント

チョ　ッパーから光電子増倍管までの光学系の調整は､　H e N e　レーザーによる光軸調整とェヰシ

マーレーザー光を用いたレンズの位置決めによって行ったo　レンズの位置決めをエキシマ-　レーザ

ー(X e C 1, X e F)によって行うのは､屈折率の波長依存性のためにレンズの焦点距離が波長

によって異なるためである.具体的には､チョ　ッパーの位置にレンズクリーニングペーパーを重ね

て作ったスクリーンを置き､そこに絞りを通してエキシマ-レーザー光を当てて点光源を作り､蛍

光紙でモニターしながら所定の位置に焦点が来るよ　う　にレンズの位置を調整した｡

2.　3　　レーザー　ビームの方向の調整

レーザー　ビ-ムの方向は､ディ　スクリ　ミ　ネ-クーの出力をオ　ッ　シロス　コ-プによってモニターし

ながら､高度30kmで光電子パルス数が最大になるよ　う　に射出ミ　ラ-の方向を調整する　こ　とによ　って

決定した.調整の際には0.lmradまたは0.2iJiradの視野角に対応する視野絞りを用いたO　観測の際に

は0.6inradの視野角にしているo

3･レーザー光のイメージや琴.翠

受光光学系のアライ　メ　ント(2.　2)のためには､高度30kmで散乱された光が望遠鏡と凸レンズ

によってチ　ョ　ッパー上に像を結ぶこ　とが前提となってい

るO　この前提が満たされ､　また　レーザ-光の像が期待通

りの大き　さになっているか否かを確認するために､　チ　ョ

パー面にポラロイドフイルム(657白黒フイルム　ISO

3000)を置いてレーザー光のイ　メージを撮影した｡撮影

結果の一例を図2　に示す　X e F　レーザー(351nm)の光

のイ　メージである｡観測時には高度11kmに雲があり､　こ

れがイ　メー　ジ先端部の明るい点をつく　っている｡　この点

の大き　さから実際に空に出ている　レーザー　ビームの開き

角を見積る　こ　とができる｡　これによると､　ビーム開き角

は最大0.1-0.2mradであるO　イ　メ　ージの形はシ　ミ　ュ　レー

シ　ョ　ン結果と　も良く　一致している｡

ポスターではこの他､　イ　ンジェク　ショ　ンロ　ックの有無

の影響､　シ　ミ　ュ　レーショ　ン方法等についても報告する予

定である｡

4.　おわり　に

現在､視野絞り上でのレーザー光のイ　メ　ージをリ　アル

タ　イ　ムでモニター　して､　アライ　メ　ントをよ　り確実にする

事を計画している｡
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Fig.2 Image of the laser beam

on the chopper


